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脳脊髄液減少症（漏出症）の症状例
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脳脊髄液減少(漏出）症は、交通事故やスポー
ツ等により体への衝撃が加わった場合によって
脳脊髄液が漏れ出すことにより、頭痛やめまい
など様々な症状を引き起こすもので、誰にでも
起こりえる疾病と言われています。
病気の原因を含めて、医学的な解明が進めら
れている疾患であり、研究が進められていると
ころです。
頭痛やめまいなどの症状が続く場合には、医

療機関を受診するなどの対応が必要です。

頭痛、首の痛み、めまい、吐き気、耳鳴り、疲れやす
い、不眠等のさまざまな症状が現れることがあります。

医療機関において、脳・脊髄MRI、CT等の検査を行い
ます。
治療方法としては、水分補給や安静にして横に寝ること

が有効とされています。
また、必要に応じてブラッドパッチ療法＊を施行します。

平成23年に「脳脊髄液漏出症画像判定基準・画像診断基
準」が公表され、平成28年に「脳脊髄液漏出症」に対する
ブラッドパッチ療法が社会保険適用になりました。また、
令和元年12月に「脳脊髄液漏出症診療指針」が発行されま
した。

国土交通省では、平成23年の「脳脊髄液漏出症画像判定基準・画像診断基準」の公
表、平成28年の「脳脊髄液漏出症」に対するブラッドパッチ療法の社会保険適用、令
和元年１２月の「脳脊髄液漏出症診療指針」の発行を受けて、この診療指針等を有効
に活用し、自賠責保険（共済）における適正な保険金の支払いを通じて被害者保護の
一層の充実に努めるよう、保険会社等へ通知を行っております。病態が知られていな
いことで苦しんでいる被害者を含めて、今後も広く周知を行ってまいります。
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